
　
三
月
三
〇
日

　
十
時
シ
ャ
ー
プ
富
田
本
部
長
来
室
。
台
北
李
祖
原
と
連
絡
。
北
京
の
計
画

の
背
景
の
全
体
が
よ
う
や
く
視
え
て
き
た
。
ゴ
ー
ル
だ
け
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
プ
ロ
セ
ス
は
混
沌
と
す
る
な
コ
レ
ワ
。
シ
ャ
ー
プ
に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ

て
は
な
ら
ぬ
事
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。
α
社
若
松
氏
モ
ス
ク
ワ
よ
り
帰
国
、

十
四
時
新
宿
で
会
う
。
深
夜
台
北
の
李
祖
原
よ
り
電
話
あ
り
。
会
話
で
は
ク

リ
ア
ー
に
な
ら
ぬ
部
分
が
あ
る
の
で
明
日
研
究
室
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
れ
と
告

げ
る
。
北
京
へ
行
く
か
、
北
京
が
東
京
に
来
る
か
だ
な
、
早
急
に
決
め
な
く

て
は
。
中
国
の
度
真
中
北
京
の
、
又
ド
真
中
に
、
い
か
に
も
現
代
中
国
ら
し

い
カ
オ
ス
が
あ
る
。

　
三
月
三
一
日

　
昨
日
は
終
日
、
北
京
の
件
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
混
沌
の
中
に
最
大
の
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
の
は
す
で
に
知
っ
て
い
る
が
、
い
ざ
実
際
に
対
面
す
る
と

仲
々
厳
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
事
は
な
ま
じ
な
経
験
は
役
に

立
た
ぬ
。
機
会
が
あ
れ
ば
北
京
が
東
京
に
来
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
共
に
し
た

い
旨
連
絡
す
る
事
を
決
め
た
。

　
四
月
一
日

　
十
時
三
〇
分
研
究
室
。
軽
井
沢
Ｓ
邸
打
合
わ
せ
。
四
月
着
工
と
す
る
。
ド

イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
、
グ
ラ
イ
タ
ー
教
授
よ
り
着
信
。
上
田
幸
和
建
設
と
連

絡
。
九
州
の
工
務
店
他
と
連
絡
取
る
。
広
島
の
木
本
君
と
も
日
曜
の
夜
福
岡

で
会
う
事
に
し
た
。
十
七
時
小
休
。

　
夕
方
、
さ
ん
さ
ん
ご
ご
と
研
究
室
Ｏ
Ｂ
、
集
ま
る
。
そ
う
な
ん
だ
。
今
日

は
私
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
α
社
の
若
松
社
長
、
見
知
ら
ぬ
ロ
シ
ア
人
ま
で

来
て
く
れ
て
小
さ
な
宴
会
と
な
る
。
Ｏ
Ｂ
達
、
稲
門
建
築
会
等
早
大
へ
の
失

望
を
述
べ
る
。
そ
れ
な
ら
、
君
、
新
し
い
組
織
に
組
み
変
え
た
ら
い
い
の
だ

よ
、
私
も
ホ
ラ
を
吹
い
た
り
、
実
は
本
音
な
の
だ
が
、
Ｏ
Ｂ
会
は
世
代
を
一

新
し
た
方
が
い
い
。

　
昨
日
の
夕
刊
に
井
上
章
一
の
弥
生
神
殿
に
つ
い
て
の
探
訪
記
が
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
樹
、
山
、
巨
石
、
川
等
に
神
を
視
て
い
た
古
代
人
の
自
然
崇
拝

（
ア
ニ
ミ
ズ
ム
）
に
と
っ
て
建
築
と
し
て
の
神
殿
は
必
要
な
か
っ
た
。
あ
っ

て
も
建
築
と
い
う
形
式
ま
で
は
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
。
仏
教
が
導
入
さ
れ

寺
院
と
い
う
建
築
に
接
し
、
弥
生
の
人
々
は
自
然
物
崇
拝
に
も
建
築
と
い
う

形
式
が
あ
る
と
便
利
だ
と
考
え
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
神
社
が
生
ま

れ
た
。
神
殿
の
意
味
変
遷
は
仏
教
寺
院
と
の
関
係
が
色
濃
く
作
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
人
は
考
え
て
み
れ
ば
、
当
た
り
前
の
事
を
を
上
手
に
表
現
す
る
。

　
只
今
、
二
十
二
時
京
王
線
車
中
。
建
築
学
科
教
室
の
新
研
究
所
を
中
心
に
、

よ
り
実
質
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
ネ
ッ
ト
を
つ
く
れ
ば
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

宮
坂
に
出
来
る
か
な
。
二
十
二
時
半
世
田
谷
村
に
戻
る
。

-408-

世
田
谷
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日
記

石
山
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武


